
 

 

 

 

 

10 月 27 日（金）～28（土）に 6 年生が、日光修学旅行に行きました。小学校の一番の思い出とし

て挙げる児童が多い修学旅行です。東照宮で雨に降られましたが、絶好の紅葉の観光シーズンの日光

を見学することができました。6 年生はどこでも他の旅行客や応対してくれた人たちを気遣ったり、

責任ある行動がとれていていて素晴らしい社会性を身に付けていると感心しました。残り少なくなり

つつある小学校生活でたくさん良い思い出を作って卒業して欲しいと思います。 

                          

     5 年生 田植え               

 

 

 

 

 

 

 

     ６年生日光修学旅行             第 128 回 運動会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年１２月１日 ８号 

校長だより 
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 今年度６年生が４月１８日（火）に実施した全国学力学習状況調査から全国平均と比較した、

本校の特徴を紹介します。 

【国語】 

 最も良かったのは、「キカンは７月１日から１５日までです」の「キカン」を漢字で書くとい

う問題でした。次に良かったのは「くらべて」の送り仮名を３つの選択肢「①比らべて」「②比

べて」「③比て」から選ぶという問題でした。 

逆に最もよくなかったのは、児童が登下校の見守りボランティアにインタビューする会話の

中で、ボランティアの方が「やりがいを感じます」と言ったのに対して「やりがいというのは、

ボランティアをやっていてよかったということだと思いますが、合っていますか」と聞いたの

は、「①相手の活動の予定をより具体的に知るため」「②相手の話の内容をより具体的に知るた

め」「③自分の理解が正しいかどうかを相手に確かめるため」「④自分の行動が可能かどうかを相

手に確かめるため」のどれかを選ぶ問題でした。次に良くなかったのは、同じインタビューの中

で、ボランティアの方が「子どもたちが安全に登下校している様子を見ると嬉しくなり、やりが

いを感じます。子どもたちのすてきな姿を見たときには、さらにうれしい気持ちになり、ボラン

ティアをしていてよかったなと思います」と言ったのに対して「すてきな姿というのは、どのよ

うな姿ですか」と聞いたのは、「①相手の活動の予定をより具体的に知るため」「②相手の話の内

容をより具体的に知るため」「③自分の理解が正しいかどうかを相手に確かめるため」「④自分の

行動が可能かどうかを相手に確かめるため」のどれかを選ぶ問題でした。 

 

【算数】 

 最も良かったのは、イスを重ねていったときに、イスの数と高さの関係が表で表わされていて 

イスの数（きゃく） １ ２ ３ ４ ５ 

高さ（ｃｍ） ４５ ５１ ５７ ６３ A 

 

 
ざまたん 

座間小ｷｬﾗｸﾀｰ 

 



 

 

 

 「イスの数が２倍になっても、高さは２倍になっていないことを」表の中の数を使うと、次の

ように説明できます。 

 

 

 

 

○ア～○エに当てはまる数を表の中の数から１つ選んで答えなさいという問題です。 

逆に最も良くなかったのは、次の計算の答えを書きましょう。 

① （１５１＋４９）×３ 

② １５１×３＋４９×３ 

という問題でした。 

次に良くなかったのは、「イスを１列に５０きゃくずつ、４０列並べるとすると、全部のイス

の数は、５０×４０ で求めることができます。イスは全部で何きゃくになりますか。答えを書

きましょう。という問題でした。 

この２つの問題はともに全国の平均正答率が高かった問題ですので、本校の児童がこの問題が

解けていなかったというよりも、差が広がってしまったということです。 

 

【児童質問紙】 

最も良かったのは、「国語の授業で、書いた文章の感想や意見を学級の友達と伝え合い、自分の

文章のよいところを見付けていますか」という質問で、次に良かったのは「自分には、よいとこ

ろがあると思いますか」という質問でした。 

逆に最もよくなかったのは、「６年生までに受けた授業で、PC・タブレットなどの ICT 機器を、

どの程度使用しましたか」という質問で、次に良くなかったのは「英語の勉強は好きですか」と

いう質問でした。 

課題となった結果については、その事実をしっかりと受け止めて、これからの教育活動に活か

していきたいと思います。 

 

 

 

 イスの数が ○ア  きゃくから ○イ  きゃくと２倍になっても、高さは ○ウ  ｃｍから 

○エ  ｃｍで２倍になっていません。 

 今年度、座間小学校の児童や保護者を対象に、教育ネットサポートセンターが実施した「インタ

ーネット利用実態調査アンケート」の集計結果が出ました。（右下グラフを参照ください） 

 その分析では、①児童と保護者の間での 

家庭でのルールの有無に関しての認識の差 

が大きいので、もう一度ご家族でインター 

ネットなどの利用についてのルールを確認 

するとよいと思います。 

②メールや LINE の使用時に不安になると 

回答した児童の割合が高いので、インター 

ネットを介した相手とのかかわり方を注意す 

る必要があると思います。 

③高学年ではインターネットとのかかわり方 

に課題を感じている児童の割合が高かったの 

で、長時間利用の弊害や依存について知り、 

適切な利用時間や自分のコントロール方法を 

考える必要があると思います。 

とのことでした。 
 


